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キノコ放射性 Cs 濃度は発生回数が多くなると突然に１桁高まるだろうか？ 

                      長谷川榮一（元宮城県古川農業試験場） 

１．はじめに 

水稲の根近傍に K があれば非必須成分 Na は積極排除されるが、マクロには K がゼロで

なくともミクロに水稲根近傍の Kがゼロになると Na 吸収の新たなチャンネルが突然開き、

農業用水に潤沢に含まれる Na を１桁以上多量に積極吸収される（1987）。水稲の放射性

Cs も、この新たなチャンネルが開放されると１桁多く積極吸収されると考えられた（2015）。       

水稲の Cs 問題は K 増肥により沈静化したが、キノコの放射性 Cs 濃度は 2011 年事故以

来相変わらず高い値が報告される場合がある。腐生菌のキノコは、ホダ木等 K 供給が制限

された条件下で生育している。天然キノコでは栄養源の枯れ木からの雨によるＫ溶脱も考

えられさらに K 不足下で生育しているとことが考えられる。そのため水稲の場合から類推

すると、キノコの収穫開始後当初は低い放射性 Cs 濃度であっても、キノコ発生回数が多く

なると Cs 濃度が突然１桁高まる可能性が考えられる。ここではシイタケ原木の比重と単位

体積当たりの K 含有量の減少推移を調査し、既存の報告と併せ、キノコが特異的に多量に

Cs 集積するメカニズムについて考察した。 

２．具体的データー 

 

３．結果と結論 

キノコは K 40 の低下とともに放射性 Cs が１桁近く高まる高まる事例があり（1994）、シイ

タケの放射性 Cs 移行率は発生回数で高まる事例（2012）があった。シイタケホダ木が古くなる

と容積重は減少するが，容積当たり K 含量はさらに一層急激に低下した（2015）。これらの

ことから原木シイタケでも、K 不足が進むと通常チャンネルに加え新たな K 吸収チャンネ

ルが突然開き Cs が突然１桁多く吸収される場合もあり得ると考えられた。 

稲と違い原木シイタケは K 不足で Na はなく Ca がやや高まったが（1993）、ホダ木には Na 

に比べ Ca が比較的潤沢に含まれてるためと考えられる。しいたけ発生回数の多いホダ木につ

いては、それまで収穫したしいたけの K 濃度の低下推移と Ca 濃度の上昇推移をモニタリ

ングをすることにより、ホダ木の継続使用の可否を判断できる可能性がある。 
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成熟期水稲茎葉乾物濃度％ シイタケ乾物濃度％ ホダ木比重とK含量

項目 K多肥 無K 項目 菌床 原木 密度g/m lK m g/m l

K 1.74 0.74 K 2.366 1.978 0.58 0.0018

N a 0.04 0.75 N a 0.085 0.083 0.61 0.0015

C a 0.15 0.25 C a 0.011 0.037 0.42 0.0007

M g 0.06 0.10 M g 0.120 0.127 0.39 0.0008

1987宮城県 1993日本食品工業 2015年6月 0.38 0.0004
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